
タ
イ
ル
を
望
む
子
ど
も
や
、
実
際
に
多
様

な
家
族
の
中
で
生
活
す
る
子
ど
も
に
も
疎

外
感
を
与
え
ま
す
。

　

一
方
、
内
閣
府
が
平
成
24
年
に
定
め
た

自
殺
総
合
対
策
大
綱
に
は
「
自
殺
念
慮
の

割
合
等
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
無
理
解

や
偏
見
等
が
そ
の
背
景
に
あ
る
社
会
的
要

因
の
一
つ
で
あ
る
と
捉
え
て
、
教
職
員
の

理
解
を
促
進
す
る
。」と
記
載
さ
れ
て
お
り
、

平
成
27
年
４
月
に
は
文
部
科
学
省
か
ら
全

国
の
小
中
高
校
で
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
児
童
生
徒
へ
の
配
慮
・
対
応
を
求
め
る

「
性
同
一
性
障
害
に
係
る
児
童
生
徒
に
対

す
る
き
め
細
か
な
対
応
の
実
施
等
に
つ
い

て
」
通
知
が
出
さ
れ
る
等
、
取
り
組
み
の

推
進
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
性
を
隠
し
て

働
く
心
苦
し
さ

　

例
え
ば
就
職
活
動
で
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
を
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
す
る
べ
き
か
、

こ
こ
ろ
の
性
の
服
装
で
面
接
に
行
っ
て
希

望
先
の
会
社
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
か
、

と
い
っ
た
悩
み
を
抱
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
で
あ
る
こ
と

を
隠
し
て
就
職
活
動
を
す
る
人
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。「
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
て

も
社
会
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
か
も

し
れ
な
い
」
と
い
う
不
安
だ
け
で
な
く
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
大
人
が
ど
ん
な
生
き
方
を
し

て
い
る
の
か
、
と
い
う
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が

可
視
化
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
就
活
生
た
ち
を
悩
ま
せ
て
い
ま

す
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
が
約
13
人
に
１
人
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
就
活
生
の
中
に
も
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
が
い
ま
す
。
性
別
欄
で
男
女

ど
ち
ら
に
丸
を
付
け
る
か
悩
ん
だ
り
、
あ

る
い
は
働
き
始
め
た
け
れ
ど
同
性
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
暮
ら
す
上
で
福
利
厚
生
制
度
が

使
え
な
か
っ
た
り
、
何
気
な
い
日
常
の
会

話
に
お
い
て「
連
休
中
ど
こ
か
行
っ
た
？
」

「
彼
氏（
彼
女
）は
い
る
の
？
」と
い
っ
た
自

身
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
や
パ
ー
ト
ナ
ー

に
つ
い
て
隠
さ
ね
ば
な
ら
な
い
な
ど
の
状

況
に
直
面
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
制
度
や
法
律
の
中
で

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
で
、
困
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
同
性
間
で
の
婚
姻
、
家
屋
の
所
有
権
、

医
療
上
の
同
意
権
、
公
営
住
宅
へ
の
入
居

に
関
し
て
、
税
金
の
控
除
、
養
子
縁
組
・

里
親
制
度
等
、
異
性
愛
カ
ッ
プ
ル
で
あ
れ

ば
利
用
で
き
る
制
度
が
利
用
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

異
性
と
の
結
婚
の
予
定
を
親
族
か
ら
し

つ
こ
く
聞
か
れ
る
な
ど
と
い
っ
た
ソ
フ
ト

の
面
で
困
る
こ
と
も
あ
り
、
法
律
や
制
度
、

社
会
全
体
へ
の
普
及
啓
発
、
両
方
へ
の
取

り
組
み
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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　厚生労働省の定めた男女雇用機会均等法及
び事業主が適切に対処するための指針の中
で、同性間やLGBTに対する差別的な言動も
セクハラと明示されました。LGBTを揶

や

揄
ゆ

す
る差別用語だけでなく、LGBTをいないもの
とした冗談や無意識の発言に傷つく人がいま
す。また、「今までにホモネタやオカマ・お
とこおんななどの差別用語を見聞きしたこ
とのある児童」は85％にものぼります（出典：
ReBit出張授業アンケート）。差別用語を使っ
たり、LGBTを揶揄するような表現を用いた
りすることで、無意識のうちに誰かを傷つけ
てしまったり、「この人には受け入れてもら
えないかも…」と思われてしまう可能性もあ
ります。

ホモ
男性同性愛者を侮蔑する言葉として
用いられる。

レズ
女性同性愛者を侮蔑する言葉として
用いられる。

オカマ／おんなおとこ
「身体の性」が男性でありながら
「女っぽい」表現をする人に対して用
いられる。

オナベ／おとこおんな
「身体の性」が女性でありながら
「男っぽい」表現をする人に対して用
いられる。

　カミングアウトとは、これまで公にしていなかった自
らのことを表明することです。自身のセクシュアリティ
を他者に打ち明けること、という意味で用いられる場合
もあります。セクシュアリティに限らず、自身のことを
他者に開示することはとても勇気のいることではないで
しょうか。「この人なら大丈夫かな」「嫌われないかな」
「変だって思われるんじゃ…」など、誰にならカミングア
ウトしても理解してもらえるか、伝えた後の関係性が崩

れてしまうのでは、と思い悩むことも少なくありません。
そんなとき、この情報誌を目に見えるところに置いてお
くなどしてLGBTに理解があることを表明してくれる、
あるいはLGBT以外の多様性に理解があることを表明し
てくれる人には、打ち明けやすくなるそうです。もし、
打ち明けられたら是非「話してくれてありがとう」という
気持ちを伝えてください。それだけでも、カミングアウ
トした人は安心します。

「カミングアウト」ってなに？

COLUMN

Voiceこんな言葉、
使っていませんか？

カミングアウト
したいけど…

将来が気になる
仕事に対する不安

Voice

COLUMN
　虹色の旗、レインボーフラッグは「多様性」を表してお
り、世界中でLGBTの象徴となっています。もともとは
1978年に米国サンフランシスコでゲイの権利を主張す
る運動の中で考案されたものです。現在LGBTの象徴と
して用いられているレインボーは赤・橙・黄・緑・青・紫の
６色です。日本でも、LGBTに関するイベントなどで頻
繁に掲げられています。フラッグ以外にも、アクセサリー
やグッズなどが作られています。LGBTに理解があるこ

との印であるこの６色のレイン
ボーのものを身に着けることで、
LGBTの人はあなたに安心して相
談しやすくなるかもしれません。

LGBTの象徴、レインボーフラッグ

Voice


